





























































































































































































































これを指摘したのは、フィリッチョフ・カプラ Fritjof Capra とその論旨に賛同する科学者たちで、
彼らはニュー・サイエンス New Science といわれる新しい科学理論の構築を目ざした。 
この研究者たちに共通する考え方は、彼らのいう「東洋的思考」にあり、禅や瞑想によって身体的
活動を制御しようとする、あるいはそれを制御する仏教や道教の修行者をサンプルとするものであっ
た。カプラは、宇宙の構成を人体の組成に見立てて、相対性理論の通用しない領域があることを記し
ている。 
さて、そうなると物質がそのままの形態を保ちながら、他の物質の中を透過することも可能である。
つまり、壁の中を突き抜けて行くこと出来るというのである。 
実は中国における気の思想はこれに近い。物質の構成要素を気とみなし、その気を意志の力によっ
て作用させる。すると、壁の向こう側を見ることも出来るし、時空を越えて、過去の世界も、未来の
世界も見ることができる。これをノーベル物理学賞を受賞した研究者が考えている、ということであ
る。 
 
このように見てくると、方術伝の思想はあながち非科学的とはいえない。もちろん物質を分子レベ
ルまで理解しているわけではないし、論理的な飛躍があって、一見すると空想力の産物ということに
なる。それは時代の然らしむる所であって、書いている本人もまた、その時代の人であったというこ
とである。 
「方術から方技へ」という文献学的タイトルを付したが、結論的にはその文献を題材にして科学と
いう領域を考えたということになろう。しかしそれは決して不可思議な世界の肯定ではない。むしろ
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それを否定しつつ、ここに至ったといえる。 
原稿〆切の関係上、細かい注は一切省略した。別稿を考えているので、それには載せるつもりでい
る。 
